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166.イサザビキ
一一治法と用具一一

IIHぜから向。}争心、 λ~il<I:J:jはまだ11..まず、まt..'191けさ

らない i\~ (I;''i~、 ilill lllÎ を iíAi J)している。 2}-Ji"旬、 1符の上

て"はイtというむ のの、 1:I:j~(i を j出してカ~~\が11>:を半IJ す。

ニニ l:.t l:':jl: ，~m; 羽j'll!!. l lI f針 i J:のi.((I.i必、 ~iI.、 {まイサザピキの奇心

に[，iJ>Iをさせて Lらうために，'(.っている。 イサザピキと

は、党也iMJのり『仇~(I.であるイサザを j怒るための l長 t弘樹

の.f・nである n 午前 I11.¥':1¥治、 tH'zlよ611与はlにlI'riもす
るとのよと"i((¥r，lli 1よ2入、 l人lよトモで船を総縦し、

l人1;1:サキで叫慨する ，漁均lii1r I1!J.lllf水il¥;'1'約1000-

150()m れの刈ほかfJ.にif;ち込むJilrで、水深{止10-60rn。
i.((¥r，lli泌が「キシガタ」と11千んでいる場所である。船は

全j主))でi((¥均へ必る ，j:J:jが科教なく il!iI(lIを1111き、眼鏡

を公らす がr{， h!.えら，'¥'.，そういえl%tUu立をかけた漁
附をあまりはたことがなL、.iiVめがj!i:づくと湖凶iのあ
ちニちにドラムカンfよむある発泡スチロールの才オダ

ル (j手(-)か点々と j.，.いている。オオダルには 200m 

刊のローフが十J'!J'idlて、先織は1.5m位の大きなイ

カリにより;oIJJli~に 1，'れじされている.オオダル Lt綱曳き

の際、自民を1，'，1iじするためにnJ¥、るむので、 i((¥r.r!i-'*flあ

たり 2(I^l ずつ似合.しており、こニぞと思う;t~イントに

. i.((¥JUJ，t:t;i'，:して必<0 i.((¥r.lli li 2つのうちどちらかのオ
オダル合JlJ、、て燃23寸るよとになる。 この漁場では今
iI久 ~I止il!. 、 t泌 It予の対('.r.l li が掠たしているとのよ二とであ

る。H、?として1l1!のif.(I.nlliのすオグルをJiJも、てJ札業・するこ

とLあるが、ぞれ!よれ1，:、、縦であるから文句を行うす;

もいない。

向。 li ・例グ〉オオダルに近づく . サキに也つ i(~ ftIli がオ

オダルについたローフをテ カギ (1';(1-3 )で引きt仔せ

船にf1・1んだ小さな九i1・(-(コダル)のロープに寺町び付
ける。その後、自;}はすオダルをリ I';J< ってipに lí'l ヮて~'!:

) )てソじり:1\ -)-.1';(1-21ニJj~した上うにアンカーとオオ

ダルの1111のたるみをとるためである@紛の後でオオダ

11-が水1-.スキ・・のようにVlfl'る. ローフのたるみがとれ

た』持て'.:1 1;1:・ IU';~II : し、コダルにヒキナワを*li(ff寸け

る ヒキナワ/iJ;)j600 mのロープで、自民のサキと、

中央に分けて収納してある 。 Qnli;;~に lí'J って ;(Î~.l}jJi'J 

にまた令1)で，じ 1):11ナ.ヒキナワはスルスルと自ぬから

縦ilてh< . i世1.6c-mのヒキナワが4∞rn:H:::与えると船

の進路をややJ.:Iこ'~え、任1.8c:mのヒキナワを2∞mlõiJ

じようにiliJJll'に校じてir <. ，1 l' 600 mのヒキナワが:l¥
終る刷、向riIJI;~ に，t.t して・Iqrlニ iι路を変え、スピード

をゆるめ径6.0c問、i毛さ 150mのオイナウを入札てh<。
次にオイナワの光lこ1・1・、、ている制を入れる。綱1j:1元1-

4 に 7J~ したような ，m;立を 1，\\丸、 卜'，il1にLU紛をr1t)るため

のアワ(浮 f・)がf・1さ、 ドにはハナエと11干{まれる径I.O
CI11の沈(.を ~rtねたロ ープがH< . *1I.J:ソデアミを配布

に配する刈f{1;JHて '1'リとに1111118，5川 X6m、l之さ26，5

mの71ロアミが{・J'¥、ている。I1主幸子(I()に魚1;t.7 クロア

ミの ' 1' に j阜、、込J: ü る . ワクロアミのiI，(::~ifl)I'l'i!i:には

むどりがi・J'¥‘ておリ、，((1.がjf主If:1Iさないようにしてい

る。 i，((¥I:IUI;t.7クロアミ役人の際、 .(Iiでくるんだ冷大の

小fIを網の11'に入れる。よれば77ロアえの Lつれを

防ぐとともに綱をスムース'に延ばすための Lのである。

71ロアミを役人し終えると、 Ii.k-tll司のソデアミを入

札る o {~la~85nt を JI'Jる綱本体 1;1、 lみ 1'， で仏:Ifてみる

と非常にU大に感したか、徐々に沈んで行〈綱Ii，rr:外
に小さく見え. i.((\r，IUの J換をf/~リ III工、まさにウミに

i';4いたフンドシのようなむのである.制を入Il終えた

後、 l'iJ '}Jli'J Iニオイナワを入れる. オイナワを入il幸子

えた所で}ili'Jを変え、スピードを 1'，lfコダルをめがけ

てヒキナワをとんどん入札て1i'<。自;}の後)jにはゆっ

く1)とiえんでii'<制がはえる.ヒキナワ、オイナワ、

制{ま"itllll必に;カ?ill :.[IJ If~ を ~1'lí <上うに入れるのがJ'I[

111 であるが、 Il~\ 、ウミ( io\JJ)のことであるから』凶r~ に

{よコダルの所へはJ/~tl なも、。そのため後て'入れる II!IJ の

ヒキナワの先にはさらに4Q-50mのスチナウとl呼Itil

るローフを余分にHけ、オオダJレのli)(へ余絡をむって

)j~Jl るようにしである 。

自;}がコダルにj止づくと‘サキのiJ(¥印Ii!.tテカギでコダ

ルにI-l'いたローゥをづ1~Jトけ自;iの 11' リとに結び付ける 。 い

よいよ綱曳きの|則合f?である.自;}の日IqlMにI'J'Itたウイン
チHきのローラーを1Il¥、、まずIPにli'Jって/r:{t可のステ
ナワから巻き始める. ステナワを~~終えた段階で、

制r;t.71ロ網を中心として/川{対局:になっているはず
である。ニニて.，~台めて10:イ{のヒキナワを I.;JII年に 4きさ始

のる.ヒキナワには10ヒロごとに11印が編み込まれて

おリ、)，:イ{がl'iJじ，，fj(-でZS5取れるように工夫されて

いる。始めヒキナワt:t..ダッ ・・ ダ γ ・・ダ・γ ・-と

ゆるやかな，刈(で483取られる。この11年制政でt;t.・'_f1;
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写-2 ソデアミの巻き取り作業

』ふ l 
フクロアミ

フクロアミはタテメの

綱I也を{吏う

192cm 

=コ=二
図-3 テカギ実測o

主:=11 ふ

同
日 日底綱

図-4 イサザピキの絹展開図ソデアミは中矢由、ら 9反の間によ部を28尺総絡
50-60c 、 する れ より絹にたるみかでき魚に刀、半き

m.，:"とにアワ l侮 るよ};ふになり漁獲効果があがる宅
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mごとにアワ IiI釘

図-5 ハナエ・タンマ実測図
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図-4 アワ実II!I]図
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図-9 タモ網実jHlj図

にIl:がったオイナワがiJtJ，の 卜.を徐々にtAめられつつあ
る。そしてllit:ちが:JIニIJ:骨:¥u)lk さとは If l.õj じ ~;f~ まで;ffせ

られる。二(1) オ イ+ワ u)~多!fiiJする .1JlWIIにいる 1.('， がまさ

にオイ ナワにjQ.われるよ〕に中リとに、 '1'火lニi仔せらh、
やがてソデアミに入リ 、Jt，(:終的に1J.71ロtleJのtJ'にi!i
L ‘ j~とまれて行くのである。

>:3き取られた寸ワIJ、船内にトグロを巻、、たように

始になってたまって行〈。ょの+品を寸eえずつi与にJi'J
ってれのナワ11ヘサキの 1'，に、/.r.のナワは中央のトモ

ミ*リにそtlぞれ収納するわこの叫ヘサキにi丘〈ナワは
必ずひっくリ返してii'i< .こうしてむかないと次の機
~にさしっかえるからである 。 すなわち、巻き取りは
左イTとbヒキナワ、オイナワ、制の阪であるが.制入

札t止、 ;(i側IJ，ヒキ十ワ、オイナワ、網の順になされる.

〉

図-8 タモ網実測図
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このためrうして L十ワのJr，(iI(:をj喧に してれかないと
スムーズにナワが:1¥てuかな・ぃニとにへ・ゐ.ニれに，t，t
しJ，:[I!IJ!i、アミ 、オイナワ 、ヒキ十りの111引で入れるた

め 、 2さ き lr~ り引iOj じ Jllftfi':でまとめて);けば上い ζ とに

なる。

i似'IJのヒキナワ400mが:&さ終り、;}，:の太いヒキナ

ワを巻 さ !fr~めると、 1'， 勺て 4とるロ ブかん泌がi:l:よい
11'，すω このロープがまさに'ili)J岐に-t!l:J也し、 1Mの 1:を絡
到して米たことが実感される。こよ tでヒキ十ワを48
〈と 、巻き|・.げのスピードをダヴ ・ダッ ・ダヅ ・とい

う感じに速める。ヰイナウがIHS:~たIiまリ、もう ~~fせ

るべき f.{'， カ旬、な〈なったj北r~に雫勺たためでゐる.ヒ

キナワが終る~i 、1.Bさ 卜'.1 1の λ ビート{品さら に j主主リ

ダγ ダッダヅという悠しになる。オイ+リむ掲H/まを
切リ、むう入るべき魚はすべて 7クロ網の小に納まっ

た状態である.オイナワが l二リ始めると、湖Ihlはナワか

ら渉み出た大:立の泥で濁り、このl持。1の中からい主い

よソデ網が上って;f~る.いままで機隙まかせにしてい

た漁師む、二人)Jをそろえて制をづ|さ 1-，げる.ょの11字、

-4-



図ー 10 タテカゴ実測図

liJーから少し出IULf.ょitJlI(liIニ1'1¥ 、!川まりがブッカリと浮き

1'，ゥた。水深50mf'，¥の湖IIえから:，1!，!ニ引き l'げられたイ

サザが、浮袋を223tで 'H、にして浮いてしまったので

ある 。 大H(tの II ，~'ほどよの1'-'いイサザの I~ まりは!i'，<将

き l'る。ハ十エを Uf終ると i係自Iliはみ:;(，1こう'l'iι、フク

ロ剃を内側からたぐり ~{fせる 。 必死にな っ て逃げよう

とするモロコやコアユの姿が礼える。ワクロ総jの ll~*'冬

剖;までたぐり 'Ji:せると 1'，'Jiのi，(("Milまタモ斜(1苅-8)で

，'，の魚を抄ぃj怒り、船の，'，にしつらえた水相に入札て

H\ を巡り ~IJける 。 イサザ IJ:水に浮くが、他の魚{ま沈む

'r!:'t'eを手IJmしたむのである。 なるれし人・多数のイサザ

はl'ぃ、IJUをふくりましてi1いている。 このi乎いたイ吋

ザを小 さなずモ制(凶-9)で抄¥， トロパコの'11(二人

5・_-_.:.、，司A幽
エリカゴを使って魚、を選別する。

， ， 

れる。少しliなまではタテカゴ(1沼-10)とH干!I'i.lる告Eの

'1'にf¥'，を金総入札、奇心のjlllJlfljからウミにmけ、施。)'1' 
に;'f.いた，((1，をタモお持て'1'争L、綴ったということであるが
11.主の向い1:1などは、向llからf品ちそうになることもj文々

あ ')、危険でレあるためニのi.((tr.lli/ま今の Jii去に改めた。
おおまかなj選日1) を終えると . 今j交 I .:l:ノド封~<í')'1'に終った

f.~， をエリカゴ(i'.<I - 11)と 11手ばれる総の'1'に入れ、ヂで
j髭')日IJける。慌の'1'には尖{ニ総々な1.('，が入っている。
浮かびきらなかったイサザ、エビ、モロコ、コアユ、

ハスゴ、ハス、スゴモロコ、フナ、ウグイ、カマツカ、1I;'jに

は大きなコイが入っていること Lある。こtLらの.((J，か
らイサザ、 エビ、モロコ 、 コアユの金になる .(~l， をそれ

ぞれ巡り分け、その他{立制L(('，として一主将にしてしまう 。

j'il1 ~} IJ を 千(I;う 。 エリカゴの ' 1 ' から .((1，を j~ J) ~]JJ けるf1'

J抑止なかなかシンキ 7サイ 。.(Ht.コマカイし、ヌルヌ

ルしてつかみにくい。 おまけにl'lijに打たili'.iえき った

指先ははとんど!ぷ'はがなくなっている。 イサザ、イサ

ザ、エビ、アユ、アユ、モロコ、ハヤ ・・・ 、iJ(!lllliの

千{よ総別に !Ii}J き~.!.るI1IJ に .((J、を ì~ り分けていく 。 ところ

がこちらはそうはいかなも、。ノ、ス ゴとアユ、モロコと

スゴ毛ロコをよく 11 IJì主える 。 Jl llì主える l~に漁印li に J行摘

さltる。エリカゴの11のlllJにはさまったコアユ/.:l:約に

とりにく t、。漁Il，lig家業もなかなか似のいるH:'F，である。

i:i!1}jIJが一.f生泌すると、自民I.:l:liii阿曳いたri)j'から少しfrJ

伎を変えてヒキナワを入札ながら走り ，'1'， し、 I， ;J じ 1t; '!i~

を繰り返す。 11111のJ弘法を・・{ヒト)カワといい、泌

治プ¥:(ロク )カワ曳くとのことであるが、 ζの [1!ま，it重

< :1¥ i{!:したため1'4 ( ヨ ) カワでJ栄 1~を終え千山-~した 。

イドHの水f弘、イサザ17kg‘エビ30kg、モロコ101沼、コ

アユ 8k話、その{也'MU(¥であ った。

イサザlはま刊泌6地をIJ，f-むむ'f.魚{
にIお=いて{はまj泌}尼0，刈刈‘，]策がj此l此止Li低1立1I，攻皮:也な:ポイントとな勺ている。

すなわち、制のrl.1にj泌が入り込み、 ':@き 1，げ不能な状

態になる・F散がしばしば'1::じるからである。 この:Ikr&
を「ドロをクウJ と.M、守る。

泌が]:.ï~としてはまず、ゾデアミの制の部分には 'Þ，"\l 7

5 -



30cm 

図-11 ヱリカコr~;!!lJ図

仰の.:，¥'.1J¥に20f1IJ:1l紛が{れすられている. この絹を ドロ 転によりパナエが泌の中に人リ・~むのを Ijむぐたのの仁

ハケ E いい.剣のhll~蛤i と、パ十エが{!;ぬけた ìJéをえム 夫である iléの添い所にイサザがil~山 jj リ.どうして

ーズに純 Jiへ ;5 る役;I，~りやn勺 ， また、フ 7 ロ舗の人 L 曳きたい11，1がある. ニの上づた11年f!.:& ~ 1:lf:1l 7， 
Uのf年1(11にLo6.4 111の20iijiの泌がHけられている。 ニ ヒー ドを 1:げたり.ヒキ+ワをt>.iくしたりして・カワ

Jl (， I，.Jじ〈トロハケと将!:!It、'??ロ剃の111に泌が入 あたりの時II¥Jを初< ~・る。

るのを日:)j(.役;1~J1)をt.¥;ゥている，また、ソデアミ、"7 !，し紛がiléを?吋てしまゥ f':}~j 介、 ll~J1lt1て札(tfj'斜

7ロア iのI'.)lll二十tltられたアワ (i'7， ，..)の{ぷ，tE数 を{政勺てし土う 。 制のm!)dよその 11 の ì，((\1iQi~，~にとどま

にもドロをクワない.i!~の ii，心;カ'1よらわれている。アワ らず、キ羽の(1事J!I!，I二数 1111¥1の11d，((lを令{んなくされるニと

の数が少ない止め介、八十エfj.'j!Il ( i，IJJJえに般J也するため になり、.)~に大さな Jii;13 を Hえるニとをふ11止する 。

日SP，I，を}J!.IHJ:1:':jまるが、iJtをヲウufiiE'l'I'L 1¥':;くなる。し ドロを 7'/てしま 3たlI!j、まずオオグルlニ*，I{んだロ

かし 、アワをmしてi'P，'}J を 1nlめ、 ハ+.;1:.の~~J也7} を ω ーブをはずし、ヒキナワを:&< .そ 7ずるとiII<lfHi}Jか
めた助介、泌をゲウ可能。ドJ:cよ IJ~ <なるが、ハ十エがihJJ ず、{;H}Iよ徐々に綱l二j止づく 。 bi寸ウが谷けなくなゐ

氏から ~r さ 1 '， る IIJ能.rl: (， イ{1) 、 ~.((I，合)J!j，!・I.Hト[1)今<() と脅;1を総jを1]"L、とするJIJJ，'iJ.I;をゆ勺く りと，じられ，こ
にj止づく。ハナエ.のIT(:Itと、ナワ全体のi手JJのパラン れを%以に絞けるうらにたいてい制4!HtずIlる。少々

えが~，(:も肝心である 。 I~I. ，;LU闘の均介、 1犯に4を して 剥がねじれるが、f1IUllたり?、4・勺たりする上けはまし

いる 11，\'1:11の 11~h Wいソデのjむの布{よアワを少なくし、 である。

111リとに冴るにfitい放をmしている.特にワ 7ロ綱の1: 今~ilね介 L たのは， !ff)J J) Iじ大~')Iじした1989'1二段階

j!l.にtt， 2 iRにアワを1・lけj手})を帰iのている フクロは でのイ骨ザヒキである.船と*liJのを什t.jlfを人J)にif'1:

紋終的な波lll.mGであるから、 111111を大手〈広げる必?起 き換え、治!~の ijmiをスケールダウン -1"Illi. 1¥・'7Jイ
があるし、ゾデに:汗せられたi厄の~~，， 1する泌分でもあ ササ'ビキの姿になるということである.

るため、 i下"Jを強める.e.'>!，(があるのである。きらに、 Iti1去に i't，jì な体験~.fi.l，をツ・えていただいたnu:の
ハナヰに11.1司5にぶした土うに タンマJ :D子I，!'H 皆総1':御干しを巾 L1'，げたい 3

るローフを怖にしたらのをf，Jけている，これはこの凶 (大i{l 九・ド ・ 事~I~I :大i{{ 1(( 1三}
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